
質問及び回答 

2020年 9月 10日 

「（案件名）バングラデシュ国コミュニティ主体の健康づくりプロジェクト 」 

 （公示日：2020年 8月 26日／公示番号：20a00392）について、質問と回答は以下の通りです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 p.6 

（１）評価対象業務従事者

について 

 2）評価対象とする業務従

事者の予定人月数 

約８．５MM 

約８．５MM は、評価対象業務従事

者一人あたりの予定人月数でしょう

か、あるいは評価対象業務従事者

全員の合計予定人月数でしょうか。 

業務従事者一人当たりの予定人月です。 

2 p.16 

第３ 特記仕様書案 

２.プロジェクトの概要 

PDM指標と現在の数値をご教示い

ただきたい。 

中間評価は実施していない状況です。指標に関しては、事前評価表

もご参考にしてください。 

事業事前評価表： 

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2017_1600353_1_s.pdf 

 

 

3 P. 18 「成果３に係る活

動 活動3-6 CSG、保健

医療施設と地方行政機関

間の既存資源の有効活用

を促進する」  

「既存資源」について具体的にご教

示いただきたい 

既存の医療施設、医療人材に加え、CSG や地方行政などのリソー

スも含まれます。 

4 p.19 

（３）他援助機関との連携 

発注者は 2017 年に ADB

2017 年の締結以降 2020 年 8 月ま

での連携にかかる具体的な活動およ

び成果をご教示いただきたい。 

ADBは「Urban Primary Health Care Services Delivery Project」

を実施しており、都市部のクリニックの機能強化等を行っています。

これまでダッカサイトにおける都市保健に関する活動の中で ADB と

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2017_1600353_1_s.pdf


と保健セクターにおける戦

略的な連携に関する覚書

を締結していることから、

ADB との活動上の連携に

つながる活動を積極的に

提案すること。 

ともに Urban Health Forumに参加する等、現場レベルでの情報交

換を行ってきています。また、ADBはCox Bazaarにおいても活動を

行っており、具体的な連携を引き続き検討している状況です。 

5 p．20 

（４）他の発注者事業との

連携 

他の発注者事業とは、プロジェクト

サイトが重複しているかをご教示い

ただきたい。 

円借款「保健サービス強化事業」では、今回の支援の対象先と同

じ、ダッカ、ノルシンディー、コックスバザールにおける取り組みも実

施しています。 

 

6 p．20 

（７）供与機材 

供与機材の数量と仕様に

ついて、配布資料（２）を参

照し、プロポーザル上で可

能な範囲で具体的な提案

を行うこととするが、対象

地域の状況、医療従事者

の技術レベル等を調査の

上、最終的な数量と仕様を

先方とも確認の上、調達

対象機材を決定することと

する 

可能な範囲で具体的な提案を行う

ために、現時点におけるインベントリ

ー調査結果をご教示いただきたい。 

概ね計画通りの機材配布となっております。 

7 p.22 

（１３）根拠ある効果の

検証  

プロジェクトの成果検証・

インパクト評価に係る団員は予定さ

れていないが、どの程度の統計学

的手法を用いた検証が期待されて

いるのかご教示いただきたい。 

ベースライン調査では、量的調査と質的調査を実施。量的調査に関

しては、ベースラインとエンドライン調査では集団が異なるので、横

断研究になると想定されます。可能な限り統計学的に効果検証がで

きるようプロポーザルの中でご提案ください。 



モニタリング及びプロジェ

クト内で試行する介入活動

の効果検証にあたっては、

根拠（エビデンス）に基づく

結果提示ができるよう、可

能な限り統計学的手法（事

業が対象社会集団にもた

らした変化を精緻に測定

する評価手法である「イン

パクト評価」を含む）を用い

た検証を行うように留意す

る。 

8 p.22 

（１４）ローカルリソー

スの積極的な活用  

現地専門スタッフ 4 名、ア

ドミスタッフ 1名 

現地専門スタッフ 4 名、アドミスタッ

フ 1名の傭上費および、現地 NGO

再委託内容および再委託費をご教

示いただきたい。 

専門スタッフの人件費につきましては、必要と思われる費用を別見

積もりに計上ください。現行の契約金額等は契約交渉時に共有いた

します。。再委託内容は、特記仕様書案 5.実施方針及び留意事項

に記載の通り、活動３－４から３－８になります。費用はご提案の内

容に必要と思われる金額を別見積に計上願います。 

9 p.24 

６．業務の内容  

（１）成果１に係る業務

内容  

・活動１－６、１－７に関連

し て 、 現 在 、 icddr.b

（International Centre for 

Diarrhoeal Disease 

Research, Bangladesh ）

が開発した、患者データ等

タブレットは、本業務で供与するの

かご教示いただきたい。 

また、供与の場合は、導入の場所

や規模の想定についてご教示いた

だきたい。 

カウンターパート機関が配布しているタブレットを使用する予定で、

基本的にプロジェクトでの購入は予定していません。 



の収集の為のタブレット端

末の導入をコミュニティレ

ベルで検討しているが、本

契約でも同タブレットの導

入を進めること。 

10 p.25 

（２）技術協力作成資料

等  

業務を通じて作成された以

下の資料を入手の上、プ

ロジェクト事業完了報告書

に添付して提出する。 

「業務を通じて作成された以下の資

料を入手の上」とあるが、「入手の

上」の意味するところをご教示いた

だきたい。 

必要に応じて「作成する」という意味です。 

11 p.27 

３．対象国の便宜供与  

（２）事務所スペースの提

供（現在、カウンターパート

と交渉中）  

事務所スペースの提供は、現在カ

ウンターパートと交渉中とのことで

あるが、事務所賃貸室料などを見

積もりで計上した方が良いか、ご教

示いただきたい。 

事務所の賃貸料も本見積に計上頂けますよう、お願いします。 

12 p.27 

【配布資料】  

（１）専門家業務完了報告

書、進捗報告書等  

報告書が 2019 年 8 月付であるた

め、本報告書以降現在までの進捗

状況をご教示いただきたい。 

活動１－１から１－３、活動２－１から２－２、活動３－１か

ら３－３は既に完了している状況である。 

13 p.21 

５．実施方針及び留意事項 

（９）本邦研修の実施 

課題別研修の上乗せ枠を利用した

本邦研修の活用を検討することとあ

るが、見積もりには本邦研修に関す

る費用の計上は必要か、ご教示いた

だきたい。 

ご提案の内容に必要と思われる金額を別見積に計上をお願いしま

す。 



14 p.21 

５実施方針及び留意事項 

（８）現地研修の実施 

活動２－５について５回の研修が想

定されております。「配布資料（３）現

地研修」では費用が記載されていま

すが、この合計額を予算として一括

計上すべきものでしょうか。 

ご理解の通りです。 

15 p.25 

7．報告書等 

報告書等 

一覧にモニタリングシートが含まれて

いないが、モニタリングシートも報告

書として扱うということでよろしいでし

ょうか。（部分払いの対象となる報告

書とすることは可能でしょうか。） 

モニタリングシートも報告書との理解です。部分払の対象とするかど

うかは、契約交渉を経て、決定する予定です。 

16 P.17 

２.プロジェクトの概要 

 

パイロットサイトおよびパイロット

NCDｓについて、既に定義されてい

ると推察。活動 1-5 の研修内容や規

模に関連する情報であり、経費積算

に使用したくご教示いただきたい。 

パイロットサイトは、ダッカ、ノルシンディー、コックスバザールです。

パイロット NCDsの定義は、保健家族福祉省 NCDC課のパイロット

サイトで現在導入されている、プライマリヘルスケアレベルにおける

NCD 介入策のことです。WHO-PEN に基づいてバングラデシュの

特性を考慮して開発されました。 

17 5ページ （6）見積書 現地研修が別見積もりとなっていま

すが、21 ページ（8）「現地研修の実

施」に記載の研修だけが別見積もり

でしょうか？ ほかに必要な研修が

あればそれも別見積もりでしょうか？ 

他に必要な研修が想定されましたら、別見積ではなく、本見積に計

上ください。 

18 5ページ （6）見積書 ベースライン、エンドライン調査は別

見積もりとありますが、18 ページ成

果 4 の活動にミッドライン調査も記載

があります。これも別見積もりでしょ

うか？それともミッドライン調査はや

らないのでしょうか？ 

ミッドライン調査は実施しません。 



19 5ページ （6）見積書 

 

ベースライン調査は、2019 年 8 月 9

日付吉村幸江専門家の業務完了報

告書、8.達成状況：成果 4 でプロジェ

クトベースライン調査を Brac 大学に

委託、調査報告も発表済みとありま

すが、再度実施が必要ですか？ 

再度の実施は不要です。 

20 5ページ （6）見積書 現在あるプロジェクトの車は無償で

貸与してくれるのでしょうか？運転手

についても同様どうようでしょうか？ 

車両、運転手ともに貸与は想定しておりません。必要と思われる金

額を本見積に計上ください。 

21 6ページ （1）評価対象業務

従事者について 

評価対象従事者の予定人月数が約

8.5 人月（8.5M/M）とありますが、こ

れは 2 名、全期間で 8.5 人月なので

しょうか？または一人につき8.5人月

でしょうか？ 

また全体の予定人月数が 34 人月な

ので、評価対象者の予定人月数が 2

名で 8.5 人月なら非常に少ないの

で、もっと増やしてもいいのでしょう

か？ 

一人につき、8.5人月です。 

22 19 ページ (3) 多援助機関

との連携 

ADB との活動上の連携につながる

活動を積極的に提案する事とありま

すが、ADB との連携はどの様なもの

ですか？ 

ADBは「Urban Primary Health Care Services Delivery Project」を

実施しており、都市部のクリニックの機能強化等を行っています。こ

れまでダッカサイトにおける都市保健に関する活動の中で ADB とと

もに Urban Health Forumに参加、現場レベルでの情報交換を行っ

てきており、ADBの活動と現場レベルでの連携の促進が期待されま

す。また、ADBは Cox Bazaarにおいても活動を行っております。 



23 21 ページ（9）本邦研修の実

施 

「課題別研修の上乗せ枠を利用し

た、本邦研修の活用を検討するこ

と。」とありますが、これは人数の上

乗せということでしょうか？または、

課題別研修にさらに受注者が計画し

た研修、見学などを実施するというこ

とでしょうか？ 

課題別研修の上乗せ枠を活用した研修ということです。 

24 24ページ  

2）渡航後 2ー6） 

バングラデシュでの宗教行事等（例：

アシュラ）に伴う外国人の行動規制

（場所、期間）等ありましたら教えてく

ださい。 

受注後、安全管理部から安全管理関するブリーフィング等を提供致

します。 

 

 

25 24ページ  

6.業務の内容 活動 1-6 

NCD コーナーに設置する機材は、配

布資料(2)を参照することのことです

が、 

約 2 百万タカの機材は、自動血圧測

定器（14 万タカの金額含まず）を含

め、全て未設置あるいは未履行との

理解でよいですか？ 

これから配布する機材との理解で正しいです。 

26 25ページ、７．報告書等 

（２）技術協力作成資料等 

１）NCDs 予防のための啓

発教材 

 

配布資料によると、既に BCC 教材

（2 フリップチャート（高血圧、糖尿

病）、カード）が作成されている。企画

競争説明書に記載された「啓発教

材」は、作成済みの教材を「フィール

ドでの試行を経て最終化したもの」と

の理解で良いですか？ 

フリップチャートや動画、BMI Calculator 等の教材がありますが、そ

れらの普及を図るとともに、必要に応じては、既存マテリアルの改訂

や新たに教材を開発する必要性があると認識しています。 



27 27 ページ 2，業務量の目

処と業務従事者の構成

（案） 

国内 6 人月（6M/M）とありますが、こ

れはコロナ渦で渡航できないことを

考えた国内業務でしょうか？または

何か想定した国内業務でしょうか？ 

また、現地業務に振り替えてもいい

のでしょうか？ 

 

コロナ禍を想定した人月ではなく、国内での資料作成や協議などを

想定したもの。現地に振り替えて頂いても問題ございません。 

28 27 ページ 4．対象国の便

宜供与 

（2）事務所スペースの提供とありま

すが現在ある事務所の事務機器、什

器なども使用できるのでしょうか？使

用できるならそのリストはあります

か？ 

使用可能です。PC5台（ラップトップ 2台、デスクトップ 3 台）、プリン

ター1台、冷蔵庫1台、プロジェクター1台、キャビネ3個、本棚6個、

机・椅子 8セット、テーブル 1台（椅子 6個付）。 

29 P5 （6）見積書 2）別見積

り 

e）その他 本邦研修 

P21 に「課題別研修の上乗せ枠を利

用した、本邦研修の活用を検討する

こと。なお、本邦研修の受入業務、監

理業務は発注者で対応する。」と記

載がありますが、本プロジェクトにお

ける本邦研修に関して、具体的にど

のような項目を計上すべきか、ご教

示いただけますでしょうか。 

 

課題別研修以外には、プロジェクトの内容、実施状況に鑑み、本邦

研修を実施する場合には、内容含めて、受注者から発注者に提案す

ることが期待されます。 

30 P5 （6）見積書 2）別見積

り 

e）その他 ベースライン・エ

ンドライン調査（現地再委託

経費） 

P18 に「活動 4-1 プロジェクトのベー

スライン・ミッドライン・エンドライン調

査を実施する」と記載がありますが、

ミッドライン調査も別見積りに計上し

てよろしいでしょうか。 

 

ミッドライン調査は不要です。 



31 P6 （1）評価対象業務従事

者について 

2）評価対象とする業務従事

者の予定人月数 

評価対象とする業務従事者の予定

人月数が約 ８．５ Ｍ／Ｍとのことで

すが、評価対象となる業務従事者の

担当専門分野「ａ）業務主任者／

NCD 統括」と「ｂ）NCD」、それぞれで

８．５ Ｍ／Ｍでしょうか、もしくは双方

の専門分野を合わせて８．５ Ｍ／Ｍ

でしょうか。ご教示いただけますでし

ょうか。 

 

それぞれ 8.5M/Mです。 

32 P11 （１）コンサルタント等

の法人としての経験、能力 

１）類似業務の経験 

注）類似業務：保健医療

（NCDs 対策）に関する各種

業務 

 

プロジェクト目標には「非感染性疾患

（NCDｓ）サービスと母性保護サービ

スが共に関連付けながら」とあり、ま

た、成果２は「病院サービスの質改

善」となるので、類似業務には、

NCDs 対策だけでなく、母子保健サ

ービスや病院サービスの質改善を加

えてもよいでしょうか。 

 

問題ございません。総合的に評価させていただきます。 

33 P11 （３）業務従事予定者

の経験、能力 

２）評価対象業務従事者の

経歴 

【業務主任者（業務主任者

／NCD統括）】 

ａ）類似業務経験の分野：

NCD対策に係る業務 

成果２は「病院サービスの質改善」で

あり、成果３は「ヘルスプロモーショ

ン」となるので、業務従事予定者の類

似業務経験として、病院サービスの

質改善、ヘルスプロモーションをプロ

ポーザルに追加、記載してよいでしょ

うか。 

問題ございません。総合的に評価させていただきます。 



 

【業務従事者：担当分野：

NCD】 

ａ）類似業務経験の分野：

NCDに係る業務 

 

34 P17 （５）活動の概要 

【成果 1に係る活動】 

P24 に「活動１－１から１－３までは

既に完了している」と記載があります

が、活動１－１から１－３で既に実施

した現状調査に関する調査項目と結

果を共有いただけますでしょうか。 

調査項目については、活動１－１ではバングラデシュの NCDs の状

況に関しして、活動１－２ではバングラデシュにおける母子保健と

NCDs の関係性等に関して、活用１－３ではプロジェクトサイトにおけ

る医療施設の評価を実施しています。 

35 P18 （５）活動の概要 

【成果２に係る活動】 

P24 に「活動２－１から２－２までは

既に完了している」と記載があります

が、下記 2 点に関して共有いただけ

ますでしょうか。 

・活動２－１で実施したアセスメントの

内容・結果。 

・活動２－２で立案されたサービスの

質改善(Quality Improvement: QI)活

動計画。 

 

活動２－１では一定の基準に沿って病院の評価を実施し、課題が特

定されました。同課題に対応する活動を、活動２－２の中で計画しま

した。 

36 P18 （５）活動の概要 

【成果３に係る活動】 

P24 に「活動３－１から３－３までは

既に完了している」と記載があります

が、下記 3 点に関して共有いただけ

ますでしょうか。 

・活動３－１で実施した調査項目と結

果。 

活動３－１では、NCDに係るヘルスプロモーションに関連する調査を

実施しています。 



・活動３－２で改訂した CSG 研修マ

ニュアル。 

・活動３－３で支援した ToTの内容。 

 

37 P20 （６）現地再委託 

P22 （１４）ローカルリソー

スの積極的な活用 

「現地専門スタッフ 4名（ダッカ勤務 2

名、コックスバザール勤務 1 名、ノル

シンディ 1 名）、アドミスタッフ 1 名を

雇用してきたが、今後も当該スタッフ

を活用すること」と記載があります

が、P20 （６）現地再委託の通り、「コ

ンサルタント等契約における現地再

委託契約ガイドライン」に則り選定及

び契約を行うのでしょうか。ご教示い

ただけますと幸いです。 

 

現地専門スタッフ4名、アドミスタッフ1名は、既存のスタッフとの雇用

を継続頂く形でお願いいたします。一般傭人費、特殊傭人費として別

見積に計上ください。現行の契約金額等は契約交渉時に共有いたし

ます。 

38 P20 （６）現地再委託 

活動 3-4～3-8 の再委託業

務について 

 

活動３－４から３－８は NGO 等に再

委託して実施することを認めるとのこ

とですが、貴機構が想定されている、

CSG 研修の期間、CSG 研修の実施

回数、1 回当たりの参加人数、研修

実施者の人数等をご教示いただけま

すと幸いです。 

 

CSG 研修は 3 年ごとに保健家族福祉省の CBHC（Community 

Based Health Care）課が実施しています。プロジェクトでは、プロジ

ェクト期間中に 1 回の研修実施を計画。プロジェクトサイトの 191 の

CC（573 の CSG）の各 CSG メンバーから 2-3 名が選ばれ、3 日間

の研修を各郡レベルで実施することを想定しております。（3 名の場

合：573CSG×3 名×3 日間）。一回当たりの参加人数は、コロナの

影響もあり 30 名以下になるかと思います。研修実施者は、郡コアチ

ームのメンバーを中心に 10名を想定しています。 

39 P20 （４）他の発注者事業

との連携 

 

「当該有償資金協力案件との相乗効

果発現に留意すること」とのことです

が、当該有償資金協力案件のスケジ

ュールを共有いただけますでしょう

「母子保健及び保健システム改善事業」は 2015 年 12 月に L/A 調

印、「保健サービス強化事業」では 2018 年 6 月に L/A 調印していま

す。事業の内容に関しては、それぞれ以下の URL を参考にしてくだ

さい。 



か。 

また、「「母子保健及び保健システム

改善事業」では、非感染性疾患対策

として県病院を対象とした画像診断

機材の整備を行っており、「保健サー

ビス強化事業」では、コミュニティクリ

ニックや郡病院の整備から、機材整

備まで支援している。」とのことです

が、整備を支援した機材のリストを共

有いただけますでしょうか。 

 

・母子保健及び保健システム改善事業： 

https://www.jica.go.jp/oda/project/BD-P83/index.html 

・保健サービス強化事業： 

https://www.jica.go.jp/oda/project/BD-P104/index.html 

 

機材リストについて、現時点で共有できる資料はございません。 

40 P22  （１４）ローカルリソー

スの積極的な活用 

「現地専門スタッフ 4名（ダッカ勤務 2

名、コックスバザール勤務 1 名、ノル

シンディ 1 名）、アドミスタッフ 1 名を

雇用してきたが、今後も当該スタッフ

を活用すること」と記載があります

が、給与や雇用条件等の内規を共

有いただけますでしょうか。 

 

専門スタッフの人件費につきましては、必要と思われる費用を別見

積もりに計上ください。現行の契約金額等は契約交渉時に共有いた

します。再委託内容は、特記仕様書案 5.実施方針及び留意事項に

記載の通り、活動３－４から３－８になります。費用はご提案の内容

に必要と思われる金額を別見積に計上願います。 

41 P24 ６．業務の内容 

（１）成果１に係る業務内容 

「・活動１－６、１－７に関連して、現

在、icddr.b（International Centre for 

Diarrhoeal Disease Research, 

Bangladesh）が開発した、患者デー

タ等の収集の為のタブレット端末の

導入をコミュニティレベルで検討して

いるが、本契約でも同タブレットの導

入を進めること。」と記載があります

カウンターパート機関が配布しているタブレットを使用する予定で、基

本的にプロジェクトでの購入は予定していません。 

https://www.jica.go.jp/oda/project/BD-P83/index.html
https://www.jica.go.jp/oda/project/BD-P104/index.html


が、タブレットの機種、メーカー、単

価、入手先等の情報を共有いただけ

ますでしょうか。 

 

42 配布資料（ 1 ）進捗報告

072019 

２．プロジェクト背景 

改定 PDM と改訂 R/D（署名済み）を

共有いただけますでしょうか。 

 

PDMの活動内容は、特記仕様書案 2. プロジェクト概要に記載の通

りです。R/Dは、現時点では共有出来ません。 

43 配布資料（2）NCD コーナー

整備 

「Auto BP machine」の Quantity が

「０」のようですが、購入不要という理

解でよろしいでしょうか。 

本プロジェクトで購入する場合、貴機

構が想定している購入数と設置箇所

をご教示いただけますと幸いです。ま

た、別見積りに計上でよろしいでしょ

うか。 

 

ご理解の通りです。「Auto BP machine」は購入不要です。購入数お

よび設置個所は、配布資料（2）をご参照ください。設置個所は、

Remarks に記載しています。また、企画競争説明書の通り、別見積

に計上ください。 

44 

 

配布資料（2）NCD コーナー

整備 

Desktop PC(with UPS and Original 

OS)とPrinterは1台ずつのみ購入予

定のようですが、貴機構が想定され

ている設置箇所をご教示いただけま

すと幸いです。 

 

購入数および設置個所は、配布資料（2）をご参照ください。設置個所

は、Remarksに記載しています。 

45 配布資料（3）現地研修 各 QI 活動に係る費用が項目ごとに

合計で算出されているようですが、1

から 5 それぞれの活動について、明

細・内訳をご教示いただけますでしょ

うか。 

見積上は、配布資料（３）の通り計上ください。 



 

46 配布資料（1）専門家業務完

了報告書 

＜CA が関わったプロジェ

クトチームの主な成果品＞ 

成果品（全 18 点）を共有いただけま

すでしょうか。 

貸与資料 と して共有 させて いただ きま す 。 人間開発部

Abe.Yasuaki@jica.go.jpまで連絡をお願いいたします。 

47  （P17） 

第３ 特記仕様書案  

２. プロジェクトの概要 

（５）活動の概要 

【成果１に係る活動】 

活動１−９（確定）と活動１−１０（標準

化）の違いについてご教示ください。 

マテリアルを作成することを「確定」、その後マテリアルを運用して、

内容を実際に合わせていくことを「標準化」としています。 

48  （P1８） 

第３ 特記仕様書案  

２. プロジェクトの概要 

（５）活動の概要 

【成果３に係る活動】 

活動３−４「CSG 研修（CSG 活動計

画立案）を実施する」と活動３−５

「CSG 活動計画を実施する」の違い

についてご教示ください。 

活動３－４では計画を立てて、活動３－５では同計画を実施するとい

う意味です。 

49  （P1８） 

第３ 特記仕様書案  

２. プロジェクトの概要 

（５）活動の概要 

【成果３に係る活動】 

活動３−６に「既存資源の有効活用」

とありますが、具体的にどのような資

源を指しているのかご教示ください。 

既存の医療施設、医療人材に加え、CSG や地方行政などのリソー

スも含まれます。 

50  （P1８） 

第３ 特記仕様書案  

２. プロジェクトの概要 

（５）活動の概要 

【成果４に係る活動】 

P1８の活動４−１「プロジェクトのベー

スライン・ミッドライン・エンドライン調

査を実施する」とあり、P24 には「活

動４−１から４−３が対象業務となる」

とありますが、ベースライン調査を再

ミッドライン調査は実施しません。 

mailto:人間開発部Abe.Yasuaki@jica.go.jp
mailto:人間開発部Abe.Yasuaki@jica.go.jp


及び 

 （P24） 

第３ 特記仕様書案  

６. 業務の内容 

（４）成果４に係る業務内容 

度実施するということでしょうか。もし

くは、ミッドライン調査から開始という

ことでしょうか。 

51  （P1８） 

第３ 特記仕様書案  

２. プロジェクトの概要 

（５）活動の概要 

【成果４に係る活動】 

活動４−１に「プロジェクトのベースラ

イン・ミッドライン・エンドライン調査を

実施する」とありますが、調査にかか

る倫理審査は通過しているのでしょう

か。その場合、倫理審査完了証は移

管していただけるのでしょうか。 

ベースライン調査は実施済みです。ミッドライン調査は実施しませ

ん。エンドライン調査は、今後実施する予定です。調査実施にあたっ

ては、JICA 内の関係部署と協議の上、実施していくこととなり、調査

上の課題があれば協議が必要となります。 

倫理審査は通過しております。倫理審査完了証は、必要に応じて契

約締結後に共有いたします。 

52  （P1８） 

第３ 特記仕様書案  

２. プロジェクトの概要 

（５）活動の概要 

【成果４に係る活動】 

効果検証の実施が指示されています

が、どのような指標を設定しているか

PDM にて確認したいのですが、

PDMを共有して頂けないでしょうか。 

事前評価表を公開しているので、ご参考にしてください。 

事業事前評価表： 

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2017_1600353_1_s.pdf 

 

53  （P20） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（７）供与機材 

配布資料（２）の供与機材リストにて、

自動血圧計の数量が０になっていま

すが、「供与の必要はない」ということ

でしょうか。 

見積書には、配布資料（２）に記載さ

れた金額を採用し、別途見積根拠の

提出は不要との理解でよろしいでしょ

うか。 

ご理解の通りです。配布資料（２）の金額を計上していただくことで問

題ございません。 

54  （P20） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

配布資料（２）の供与機材リストにて

「NCD コーナーの改修」とあります

が、機材供与ではなく、NCD コーナ

ご理解の通りです。 

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2017_1600353_1_s.pdf


（７）供与機材 ー用に充てがわれた場所の改修費

用を含めて積算したものであるとの

理解でよろしいでしょうか。 

55  （P21） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（８）現地研修の実施 

現地研修については、「配布資料

（３）を参照し」とあり、配布資料（３）

において各活動の参加者数や活動

期間は明記されていませんが、金額

内訳は研修 1日あたりの研修会場借

用費及びリフレッシュメントにかかる

費用との理解でよろしいでしょうか。

また、本件で想定される研修内容と

配布資料（３）に記載された活動項目

は一致しないため、金額はあくまでも

見積作成の目安と考えてよろしいで

しょうか。 

ご理解の通りです。研修内容に関しては、配布資料（３）の通りです。

その他の研修内容も、必要性に応じて提案頂くことが可能です。 

56  （P21） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（８）現地研修の実施 

現地研修は、ダッカでの集合研修と

考えてよろしいでしょうか。 

ご理解の通りです。コロナ禍により集合研修の形が取れない場合は

必要に応じてオンラインの活用も推奨されます。 

57  （P21） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（９）本邦研修の実施 

「課題別研修の上乗せ枠を利用し

た、本邦研修の活用を検討すること」

とありますが、上乗せ枠の定義をご

教示ください。課題別研修への参加

を提案した場合、必要経費（航空券、

海外旅行保険、査証、空港送迎、日

当・宿泊費、国内移動費等）を JICA

で負担いただけるという理解でよろし

いでしょうか。また、その他プロジェク

課題別研修の枠を活用した研修ということです。ご提案の内容に必

要と思われる金額を別見積に計上ください。。 



トで予算計上しておくべきものがあれ

ば、（教材等印刷費等）についてご教

示ください。 

58  （P21） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（１４）ローカルリソースの積

極的な活用 

現在、ノルシンディとコックスバザー

ルにも現地スタッフが勤務しています

が、プロジェクト事務所はダッカを含

め３ヶ所あるのでしょうか。現在のプ

ロジェクト事務所は業務実施契約後

も継続して使用させていただけるの

でしょうか。もし再設置が必要な場合

は、事務所において使用する OA 機

器も含め、見積書に計上すべきでし

ょうか。 

現在の事務所が賃貸である場合、賃

料をプロジェクト経費に含めるのであ

れば、現在の各事務所の賃料をご教

示ください。また、水道光熱費、インタ

ーネット費用等は先方に負担いただ

けているのでしょうか。先方負担でな

い場合、プロジェクト経費に含めると

いうことでよろしいでしょうか 

事務所の賃貸料等（水道光熱費、インターネット費用等を含め）も必

要と思われる金額を本見積に計上頂けますよう、お願いします。備

品については、一部使用可能です。PC5台（ラップトップ 2台、デスク

トップ 3 台）、プリンター1 台、冷蔵庫 1 台、プロジェクター1 台、キャ

ビネ3個、本棚6個、机・椅子8セット、テーブル1台（椅子6個付）。 

59  （P21） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（１４）ローカルリソースの積

極的な活用 

現プロジェクトではドライバーを雇用

していないため、プロジェクト車両は

所有せず現地でドライバー付きのレ

ンタカーを借り上げる、との理解でよ

ろしいでしょうか。 

ご理解の通りです。必要と思われる金額を本見積に計上ください。 



60  （P21） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（１４）ローカルリソースの積

極的な活用 

「プロジェクトの実施体制として、現地

専門スタッフ４名、アドミスタッフ１名

を雇用してきたが、今後も当該スタッ

フを雇用すること」とありますが、現地

スタッフの現在の各スタッフの給与規

定を継続する必要があると思います

ので、ローカルスタッフ契約の中での

現行の給与額や旅費（日当・宿泊費・

交通費）の支払基準があればご教示

ください。また、JICA バングラデシュ

事務所の旅費基準を参考としたいの

で、ローカルスタッフに支払う日当・

宿泊・交通費等をご教示ください。 

専門スタッフの人件費につきましては、必要と思われる費用を別見

積もりに計上ください。現行の契約金額等は契約交渉時に共有いた

します 

61  （P22） 

第３ 特記仕様書案  

５. 実施方針及び留意事項 

（１1）プロジェクト広報 

効果的な広報を行うためには、ある

程度の予算が必要ですが、広報費

はどの程度の計上が認められるか、

また、広報費用として支出が認めら

れる広報活動とその支出内容をご教

示ください。 

決まった内容はございませんので、必要と想定される内容は含めて

提案ください。 

62  （P24） 

第３ 特記仕様書案  

６. 業務の内容 

（２）成果２に係る業務内容 

「活動２−１から２−２までは既に完了

している」とありますが、介入した各

病院の質改善委員会によって実施さ

れたサービスの質に関するアセスメ

ント結果は入手可能でしょうか。 

5Sに係る評価を実施し、それぞれ課題を抽出致しました。 

アセスメント結果については貸与資料として共有させていただきま

す。人間開発部 Abe.Yasuaki@jica.go.jp まで連絡をお願いいたし

ます。 

mailto:人間開発部Abe.Yasuaki@jica.go.jp


63  （P25） 

第３ 特記仕様書案  

７. 報告書等 

（２）技術協力作成資料等 

 

プロジェクト報告書に添付して提出す

べきものとして「3」 NCDsに関する発

表物」とありますが、具体的に何を想

定しているのかご教示ください。リス

トの最後に「等」との記載があります

が、具体的に何を想定されています

でしょうか。 

NCD に係る啓発マテリアル等、プロジェクトに付随するマテリアルを

想定しています。 

64  （P27） 

第４ 業務実施上の条件 

３. 対象国の便宜供与 

今回、RD が共有されていませんが、

先方政府負担事項としては、どのよ

うなものがありますでしょうか。 

カウンターパートの配置、プロジェクトオフィスの確保等一般的な内

容になります。 

 

以 上 

 


